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令
和
４
年
３
月
16
日
発
生

福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
損
壊

家
屋
等
の
解
体
事
業

　
り
災
証
明
書
の
判
定
結
果
が
、

全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
中
規
模
半

壊
、
半
壊
の
判
定
を
受
け
た
個
人

所
有
の
住
宅
や
中
小
企
業
の
事
務

所
等
に
つ
い
て
、
解
体
撤
去
を
市

が
行
い
ま
す
。

　
既
に
自
費
で
解
体
撤
去
を
行
っ

た
損
壊
家
屋
等
に
つ
い
て
も
、
市

が
必
要
と
認
め
た
部
分
の
費
用
に

つ
い
て
、
限
度
額
の
範
囲
内
で
補

助
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
建
物
す
べ
て
を
解
体
撤

去
し
た
場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
一
部
解
体
や
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

※�

こ
の
事
業
は
、
二
次
災
害
の
防

止
や
生
活
再
建
支
援
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
実
際
に
住
ん
で
い
る

住
宅
等
と
そ
れ
に
付
属
す
る
建

物
や
公
道
に
面
し
た
建
物
が
解

体
撤
去
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
受
付
期
限　
６
月
30
日（
木
）

令
和
４
年
３
月
16
日
発
生

福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
倒
壊

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
収
集

運
搬
等
事
業

　
福
島
県
沖
地
震
の
影
響
に
よ
り

市
道
等
に
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
に
つ
い
て
収
集
運
搬
等
を
市
が

行
い
ま
す
。

　

既
に
自
費
で
収
集
運
搬
等
を

行
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ
い
て

も
、
市
が
必
要
と
認
め
た
部
分
の

費
用
に
つ
い
て
、
限
度
額
の
範
囲

内
で
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
民
有
地
間
の
境
界
で
崩

れ
落
ち
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
期
限　
６
月
30
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
55
）５
１
０
３

　
Fax（
22
）４
４
７
９

木
造
住
宅
耐
震
診
断

あ
な
た
の
住
宅
は
、
強
い
地

震
に
も
耐
え
ら
れ
ま
す
か
？

　
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
所
有
者
、
賃
借
者
ま
た

は
購
入
予
定
者
が
、
住
宅
の
耐
震

診
断
を
希
望
す
る
場
合
、
診
断
者

を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅

募
集
戸
数　
７
戸
程
度（
先
着
順
）

申
請
期
間　
６
月
１
日（
水
）～

個
人
負
担
額　
６
千
円
～
９
千
円

※�

住
宅
の
規
模
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
。

※�

通
常
、
調
査
に
は
約
15
万
円
の

費
用
が
掛
か
り
ま
す
が
、
そ
の

大
半
を
国
・
県
・
市
が
負
担
し

ま
す
。

成
果
品

　
耐
震
診
断
結
果
、
補
強
計
画
お

よ
び
住
宅
平
面
図

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　
建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
☎（
55
）５
１
３
３

　
Fax（
23
）１
１
９
７

栄
え
あ
る
叙
勲
受
章

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

各
分
野
で
活
躍
・
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

児こ
だ
ま玉

　
雅ま
さ
よ
し義

さ
ん（
72
）

元
福
島
県
警
部
補（
郡
山
台
）

瑞
宝
単
光
章

松ま
つ
や
ま山

　
光み
つ
お男

さ
ん（
81
）

元
市
消
防
団
分
団
長（
松
岡
）

瑞
宝
単
光
章

齋さ
い
と
う藤

　
薫か
お
るさ

ん（
72
）

元
福
島
県
警
部
補（（
西
池
）

瑞
宝
双
光
章

遠え
ん
ど
う藤

　
正ま
さ
ぶ
み文

さ
ん（
72
）

元
福
島
県
警
視（
田
沢
）
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二本松市長

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

市
民
が
主
役
。

令
和
４
年
３
月
16
日
発
生

福
島
県
沖
地
震
で「
一
部
損

壊
」の
被
害
を
受
け
た
住
宅

の
修
理
支
援

　
福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
、
お
住

ま
い
の
住
宅
が
被
害
を
受
け
、
住

み
続
け
る
た
め
に
修
理
し
た
場
合

に
、
対
象
と
な
る
修
理
を
支
援
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

　
地
震
の
時
に
お
住
ま
い
の
住
宅

で
、
り
災
証
明
書
に
よ
り
一
部
損

壊
の
判
定
を
受
け
た
も
の

対
象
と
な
る
修
理

　
次
の
箇
所
の
う
ち
、
地
震
被
害

を
受
け
、
日
常
生
活
に
必
要
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
復
旧
修
理
を
し

た
も
の

・�

屋
根
、
柱
、
床
、
外
壁
、
基
礎
、

は
り
、
ド
ア
、
窓
、
ト
イ
レ
、

浴
室
、
浄
化
槽

支
援
内
容

　
修
理
費
が
20
万
円
以
上
の
場
合
、

一
律
10
万
円
を
補
助

申
請
手
続

　
申
請
に
は
、
次
の
も
の
が
必
要

で
す
。

・
り
災
証
明
書（
写
し
で
も
可
）

・�

修
繕
箇
所
ご
と
の
内
容
が
分
か

る
見
積
等
の
明
細
書
、
領
収
書

・�

施
行
前
・
施
行
中
・
施
行
後
の

写
真

※�

申
請
の
際
は
、
印
鑑（
朱
肉
を

使
う
も
の
、
認
め
印
可
）を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
令
和
４
年
11
月
30
日（
水
）

受
付
窓
口

・�

建
築
住
宅
課
住
宅
係（
市
役
所

２
階
）

・�

各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
福
祉
係

そ
の
他
の
修
理
制
度
に
つ
い
て

・�
令
和
４
年
３
月
福
島
県
沖
地
震

で
、
準
半
壊
以
上
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
が
対
象
と
な
る
住
宅

応
急
修
理
事
業
は
、
現
在
、
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・�

令
和
３
年
２
月
福
島
県
沖
地
震

で
、
一
部
損
壊
の
被
害
を
受
け

た
住
宅
修
理
支
援
は
、
申
請
期

限
が
令
和
４
年
８
月
31
日（
水
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
16
日
発
生

福
島
県
沖
地
震
で
被
害
を
受

け
た
屋
根
の
改
修
補
助

　
福
島
県
沖
地
震
で
瓦
が
ず
れ
る
、

落
下
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
、

屋
根
の
改
修
を
す
る（
し
た
）場
合
、

改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

※�

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、

屋
根
に
関
す
る
修
理
支
援
を
併

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
建
物

　
市
内
の
建
物
で
、
瓦
屋
根
の
被

害
を
受
け
、
り
災
証
明
書
が
交
付

さ
れ
た
も
の

対
象
と
な
る
改
修

　
国
の
新
た
な
告
示
基
準
に
基
づ

き
瓦
全
て
を
緊
結
す
る
か
、
鉄
板

ふ
き
に
ふ
き
替
え
る
改
修

※�

施
工
中
、
施
工
後
の
写
真
で
実

施
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

補
助
金
額

　
改
修
工
事
費
の
23
％

※
限
度
額
は
、
55
万
２
千
円
で
す
。

申
請
手
続

　
該
当
す
る
か
ど
う
か
、
次
の
も

の
を
持
参
し
、
左
記
ま
で
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
り
災
証
明
書（
写
し
で
も
可
）

・�
改
修
工
事
の
経
費
内
訳
の
分
か

る
見
積
書

・�（
改
修
済
み
の
場
合
）施
工
中
、

施
工
後
の
写
真

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　
建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
☎（
55
）５
１
３
３

　
Fax（
23
）１
１
９
７

「
市
民
を
守
る
」

～
二
本
松
市
消
防
団
～

　
規
律
厳
正
、
士
気
旺
盛
な
消
防

団
員
の
皆
様
に
接
し
、
二
本
松
の

安
全
揺
る
ぎ
な
し
の
感
を
強
く
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、
多
忙

な
生
業
の
か
た
わ
ら
、
郷
土
愛
と

崇
高
な
消
防
精
神
を
持
っ
て
、
防

災
の
第
一
線
に
立
ち
、
市
民
の
生

命
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
に
ご

活
躍
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
本
市
の

発
展
の
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、

全
国
的
に
消
防
団
員
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
団
員

定
数
の
見
直
し
や
機
能
別
団
員
の

設
置
等
を
実
施
し
、
今
年
度
は
、

77
人
の
新
入
団
員（
再
入
団
含
む
）

と
１
２
８
人
の
機
能
別
団
員
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
団
員
の
活
躍
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
ご
家
族
の
皆
様
、

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
企
業
の
皆
様
の
協

力
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
二
本
松
市
に
お
け
る
令
和
３
年

の
火
災
発
生
件
数
は
、
20
件
で
あ

り
、
昨
年
に
比
べ
て
４
件
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
不
審
火
と
思
わ
れ
る

火
災
も
発
生
し
て
お
り
、
改
め
て

予
防
消
防
に
対
す
る
重
要
性
を
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
、
自
主
防
災
の
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
消
防

施
設
の
整
備
や
機
器
の
導
入
、
装

備
の
強
化
な
ど
、
社
会
環
境
の
変

化
に
即
し
た
消
防
防
災
力
の
充
実

強
化
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
死
者
を
減
少
さ
せ
、
財
産

の
損
失
を
防
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」、「
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
」、

平
和
で
豊
か
な「
住
み
良
い
二
本

松
市
」の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
二
本
松
市
消
防
団
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
、
弛
ま
ぬ

努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
そ
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
、
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春季合同検閲


